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                                     様式３ 

論 文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （ 小 田 桐 ジ ェ イ ク  ( T I M O T H Y ,  J a c o b  Z )）  

論文題名 

 
太宰治の作品像及び作家像の研究 
―序跋文と自作再提示を中心に― 

 
論文内容の要旨 

 

 本研究は太宰治（1909–1948）の作品像及び作家像を書物の装幀デザインや中に収録されている序跋文、太宰の

作品における自作の再提示からそのイメージの変遷を明らかにすることを目的とするものである。2部、6章という

構造から成る本論の概要は以下の通りである。 

 

 第一部「書物及びパラテクスト――序跋文を中心に」は、ジュネットのパラテクスト論を参照した上で、太宰治

の書物における作品像及び作家像を装幀デザインや書物内に収録されている序跋文から特徴を見出だしつつ考察す

る。太宰の生前に出版された書物から現在に至るまでの書物を長い期間の広い範囲で、書物という媒体を中心に、

これまで注目されなかった装幀デザインや序跋文における太宰治のイメージを分析する。この第一部は4つの章か

ら成り、次のような内容である。 

 第一章「作品集『愛と美について』の道程――序文と作品集の変形を中心に」では、生前の出版から近年の書物

まで、太宰治の作品集である『愛と美について』（竹村書房、1939・5）の変形と序文の関係を中心に考察する。

生前では、『愛と美について』は四回出版されたが、初版以後の三冊には序文「読者に」が省略されている。ま

た、太宰の没後に五作から成る作品集『愛と美について』の作品集としての形が瓦解したことが確認でき、序文

「読者に」は長い間作品集と共に提示されなかった。その理由は作品集それ自体や書簡等の資料では必ずしもはっ

きりとはしないが、本章では序文が作品群と共に示されているか否かが与えられるイメージと大きく関わることを

明らかにする。 

 第二章「作品集『思ひ出』の無題序文――自己宣伝の機能を中心に」では、太宰の生前に出版された作品集『思

ひ出』（人文書院、1940・6）に収録される六つの無題序文と作品の提示を中心に考察する。この作品集は単独出

版ではなく、シリーズの一部であることの意味をまず明らかにする。太宰の作品集を含めて、このシリーズには15

冊の作品集があり、それらの作品集の無題序文の有無を確認し、その内容を太宰の場合と比較し、「自己宣伝」の

役割を考察する。更に、この六つの無題序文が今日に至るまでどのように提示されてきたのかを分析する。現在、

これらの無題序文は個人全集や随筆集に収録され、「随想」として提示される例が散見される。本章では、作品集

『思ひ出』に収録された無題序文の初版本にのみ見られる姿を確認し、その無題序文の道程と自己宣伝という役割

を考察する。 

 第三章「変貌する太宰治『津軽』――パラテクストの観点から」では、戦争中に出版された長篇『津軽』（小山

書店、1944・11）の初版本から近年の出版、また英訳された版まで多くの版を取り上げ、それらの書物における変

貌する姿を論考する。特に注目するのは『津軽』のジャンルの変化、また書物と作家像との関係である。初版本で

『津軽』は小山書店の「新風土記叢書」の第7巻として出版されていたが、戦後、前田出版社版では「長篇小説」

として再提示され、更に太宰治没後に改めて小山書店の「新風土記叢書」として出版された。これらの流れを踏ま

え、先行研究や評論などの言説における『津軽』という作品像、また太宰治の作家像が作品とどのように関係して

いるのかを詳細に論考する。 

 第四章「『人間失格』序跋文における解釈の提示――日本語版と英訳版の二側面から」では、太宰の代表作『人

間失格』（筑摩書房、1948・7）を書物という媒体として取り上げ、日本語版と英訳版に収録されている序跋文を

分析することで作家像及び作品像がどのように提示されるのかを考察する。初出雑誌における『人間失格』の姿を

まず確認し、その媒体を経て単行本に収録されることでよりアクセスしやすい作品になることを分析する。その道

程を踏まえ、新潮文庫版と英訳版の『人間失格』に収録されている奥野健男「解説」とドナルド・キーン「翻訳者

による序文」を検討し、作品像及び作家像がぞれぞれの媒体ではどのように提示されるのかを考察する。その内容



 

を踏まえ、日本語版と英訳版に見出せる太宰像や『人間失格』像を比較し、序跋文は作品を読む人へどのような影

響を与えるのかを詳細に論考する。 

 第二部「自作引用及び自作言及の役割」は、太宰治の作品における自作の扱い方を考察するものである。特に、

自作が言及、あるいは部分的に引用された際に、どのように使われていたのか、またその際に生じる意味を分析す

る。本論で詳細に考察するように、太宰治の全作品で最も使いまわされたのは初期作品『思ひ出』（『海豹』、

1933・4、6、7）である。初出雑誌での連載を経て、第一作品集『晩年』（砂子屋書房、1936・6）での収録、随筆

『「晩年」に就いて』（『文筆』1938・2）での言及、作品集『思ひ出』での収録及び表題作としての位置、『津

軽』での部分的な引用など、様々な場で提示された『思ひ出』のいわゆる足跡は重要な意味を持っていることを考

察する。章の内容は次のようになっている。 

 第五章「初期作品『思ひ出』の際提示――作家による事後の自作への言及の機能をめぐって」では自作への言及

を中心に、『思ひ出』という作品が太宰治の他の作品においてどのように再提示されていたのかを取り上げて分析

する。従来の引用論を踏まえ、『思ひ出』が随筆をはじめ、後の作品などの多くの場で言及されたことはどのよう

に原作と関係するのかを論考する。『東京八景』（『文学会』1941・1）で『思ひ出』が「遺書」として提示され

ていたことを中心に論じることで、長い間作品像及び作家像がどのように読まれてきたのかを詳細に分析し、先行

研究や評論における作家イメージをも取り上げ、詳細に論考する。 

 第六章「『津軽』における『思ひ出』の引用とその効果」では、第三章で考察している太宰治の長篇『津軽』に

おいて、初期作品『思ひ出』がどのように自作として部分的に引用されているのかを分析する。『津軽』の語り手

「私」がどのように『思ひ出』を取り上げ、どの部分を引用し、またその引用部の前後にどのような説明文がある

のかに注目する。従来の先行研究や評論では、『津軽』作中に引用されている『思ひ出』が、生身の作家である太

宰治に重ねられて読まれてきたが、この章では原作の『思ひ出』と『津軽』の中に再提示されている『思ひ出』の

差を詳細に論考する。 

 以上、6章において、太宰の書物におけるパラテクスト的要素、また自作が後に言及されたり、部分的に引用さ

れたりすることで、太宰治の作品像及び作家像がどのように変遷してきたのかを考察する。また、「終章」では本

論で研究した内容はどのようにパラテクスト研究やメディア研究、引用論に更なる貢献を果たすのかを考察する。

特に、本研究で使用しているパラテクスト論や引用論が太宰治以外の作家や作品にも応用性があり、新たに日本近

代文学の多くの作家を見直すことができると期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








